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I.　 は じめ に

本州弧の先新第三系中にいくつかの大規模なナップ構造が存在す るということは古 くか ら知 られていた。

たとえば西南 日本内帯では秋吉台の石灰岩の逆転構造や,大 賀,阿 哲のナップ群であり,西 南 日本外帯で

は四国や紀伊半島のナップ群などが代表的な ものである。ところで,1970年 頃か ら日本各地の古生層,と

りわけ秩父古生層 と呼ばれた地層のかな りは中生層であり,そ の一部に異地性の地層が積み重なった大規

模なナップ構造が存在することが各地で明らかにされてきた。それとともに,海 底地すべ り堆積物,特 に

その中で も大規模なオリス トス トロームがこれ らの地層中か ら次々と報告されてきた。同様なことはその

南側の四万十帯の地層中で もいえる。そして,ナ ップとオリストストロームは密接に関連して分布し,両

者は成因的に切 り離して考えることはできな くなった。この間の研究の進展,特 に最近5年 間における進

展はめざましく,本 州弧の新第三紀以前の構造発達史は,プ レー トテク トニクスと結びついて,そ れ以前

の考え方に大改訂を迫ることとなった。小論では本州弧,特 に西南 日本弧の骨格の大部分を構成する秩父

中 ・古生層および四万十帯の地層中のナップとオリス トス トロームに関する最近の研究経過 と現状につい

てまとめ,あ わせていくつかの問題点をあげて,本 州弧の構造発達史を考える上での一資料としたい。

II.　 ナ ップ ・オ リス トス トロ ー ムの 分 布 と特 徴

西南日本内帯

内帯ではそのかな りの部分をしめるチ ャー トと砕屑岩層を主 とす る中 ・古生層中で大規模なナップとオ

リス トストロームが報告されてきている。これ らの研究では,最 近のコノドン トと放散虫の生層序学の進

展が大きな役割をはたしている。 このほかに,古 くか らの研究が示すように秋吉台や大賀,阿 哲,伊 吹山

などに分布する大規模な石灰岩体の多くもナップを構成するほか,よ り北側の三郡変成岩中や,舞 鶴帯,

飛騨外縁構造帯に もナップや,メ ランジュないしはオリストストロームが分布するとい う最近の見解 もあ

るが,こ れらについては今回は省略する。

内帯の関東地方への延長部である足尾山地はこの問題の発展に関して先駆的役割を勤めている。まず,

小池ほか(1971)に よ り足尾山地南部で低角スラス トが発見され,そ の後柳本(1973)は,こ の地域の中

・古生層は大規模なスラストシー トが重なったパィルナップ構造をとるとした(第1図A)。 さらにAONO

et al.(1981)に よ って詳 しく調査され,足 尾山地の中・古生層はスラストシートとオリストストローム
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との複合体であることが明らかとなった。

美濃地域においては,南 部の犬山付近に足尾山地 とほぼ同様なナップ.構造があることが木村(1974)に

よ り指摘 された。その後IIJIMA et al.(1978),YAO et al.(1980)な どによってナップ.構造が確認 され,

その詳細が明らかにされてきた。 さらに犬山の東方,上 麻生周辺にも大規模なナップ群があることが猪郷

(1979),KANO(1979),木 戸(1982)な どによって報告された。KANO(1979)は このナップ群の北側

に,大 規模なオリス トス トロームが広範囲に分布することを明らかにした(第1図B)。 水谷(1982)は こ

の一部について詳 しい記載を行 っている。 さらにそれより北側から飛騨外縁構造帯付近や養老山地にかけ

ての広い範囲に も同様のナップ群 ・オリス トス トロームが分布することが猪郷(1979),木 戸 ほか(1982),

脇 田 ・岡村(1982),脇 田(1983),ADACHI & KOJIMA(1983),HATTORI(1984)な どにより報告さ

れた。

丹波地域においても同様なナップ.群が存在す ることがISOZAKI & MATSUDA(1980),石 賀(1983)

な どにより報告された。石賀(1983)に よ ると"丹 波地域の中 ・古生層は二種の異なる時代 ・岩相 ・層序

を もつスラス トシー トが水平な断層を境 として積み重なり,背 斜部にはより若い地層か らなるシー トが,

向斜部にはより古い時代の地層からなるシー トが露出している。 シー ト内部にはオリス トス トロームも存

在する。

申国地域においては,TOYOHARA(1977)は 島根県日原地域の中 ・古生層は小ナップが積み重なった

パイルナップ。構造をとり,さ らにそのナッフo内部に三畳紀の異なる時代の海底地すべ り堆積物が発達して

いるとした。一方,田 中(1980)は 同 じ日原地域で,厚 さ約60mの 一枚のチャー ト層中に三畳紀前期から

後期にかけてのコノドン ト群集が連続的に産することを明らかにし,こ の地域の地層全体は三畳紀後期以

降に生 じたオリス トス トロームであるとした。 早坂ほか(1983)はTOYOHARAが 三畳紀のナップとし

た地層,田 申がオ リス トス トロームの基質 とした泥岩層か らジュラ紀前～中期の放散虫を報告した。した

が ってTOYOHARAの 見解には問題が多い。

研究者の問に多小異なる見解はあるが,こ れらのナップ群やオリス トス トロームの特徴は以下のように

まとめられる。ナップ.群は厚 さ数10～100m程 度の三畳系チャー ト層(一 部 ジュラ系を含む)と,こ れと

ほぼ同様あるいはそれ以上の厚 さのジュラ系の砕屑岩層を主体 とし,二 畳系の緑色岩,石 灰岩,チ ャー ト

などを伴 うことがある。各ナップはおのおの数10m～ 数100m,一 部 はそれ以上の厚 さを持 ち,数km～10

数km以 上 の水平的な広が りを持つ。これ らのナップ群は何枚 もほぼ水平的に積み重なり,波 長数km以 上

の正立褶曲構造を持つ。また白亜紀前期の関門層群相当層や白亜紀後期の濃飛流紋岩類により傾斜不整合

に覆われ,白 亜紀後期の花 コウ岩に貫入 されている。オリス トス トローム中のオリス トリスは最大のもの

で径数kmに 達し,泥 質の基質中に散在している。 オリス トリスはナップを構成する地層の岩種 ・時代と

ほぼ同じである。基質である泥質岩の時代はジュラ紀中 ・後期 と思われる。これ らオリス トス トロームは

ナップの間に挾まれたり,そ れ自体がナップを構成したり,ナ ップの側方に広が って分布している。

これらの地層の南側に分布する領家帯の変成岩内部にはまだ上述のようなナップの存在は報告されてい

ない。オリス トス トロームは岩国地域で報告 されているもの(東 元ほか1983)な どがあるが大規模な も

のは知 られていない。

三波川一秩父一三宝山帯

三波川一秩父一三宝山帯では古 くか ら多くのナップの存在が明らかにされていた。四国の三波川帯の変

成岩内部では大規模な横臥褶曲としての長浜ナップ(秀1972)や 猿 田ナップ(原 ほか1977)な どが報告

されている。また,四 国東部では大歩危相当層の上に三縄相当層がナップとしてのるとする考え方がある

(FAURE1983)。 関東山地の三波川変成岩類は秩父帯の地層を覆 う巨大なナップ.とされたが(HUJIMOTO

1937),そ の存在は木村(1977),小 坂(1979)に よ り否定され,秩 父帯の地層がデコルマ面を境として三

波川変成岩の上にのるとされた。さらにこの地域では内帯起源と思われる花 コウ岩類や片麻岩 ・白亜系な
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第1　図 ナップ構造の代表的な断面図。いずれ も図左方が北側,凡 例 ・断面位置等は原著

参照。A:足 尾山地葛生地域の中 ・古生層(柳 本1973),B:美 濃地域東部

の中 ・古生層(KANO1979),C:紀 伊半島中部の秩父一三宝山帯の中 ・古生層

(松田1984),D:九 州 中部の三宝山帯の中 ・古生層(MURATA 1981),E:九

州 東部の四万十帯 白亜系(坂 井1978),F:紀 伊半島西部の四万十帯白亜系

(YANAI 1984)。
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どが三波川変成岩の上にクリッペとしてのるとされている(小 坂1979)。 なお,四 国東部や静岡県浜名湖

北方の三波川帯南縁部の御荷鉾緑色岩類の一部はオフィオリテ ィックオリス トス トロームであるとされて

いる(SAITO el al.1979,IWASAKI 1979)。

秩父帯,黒 瀬川帯および三宝山帯の一部では,最 近ナップやオ リス トス トロームが各地で報告されてい

る。主な ものは"四 国東部で須鎗ほか(1981),横 山ほか(1979)"紀 伊西部で市川ほか(1981),同 中央部

で栗本(1982),同 東部で松田(1984)(第1図C),関 東山地でSATO et al.(1981),HISADA(1983),久

田(1984)な どである。これ らのナップを構成する地層は石炭一三畳紀のチャー ト:石 灰岩 ・塩基性火山

岩類,ジ ュラ紀の砕屑岩層な どであり,厚 さ数10m～ 数100mで 東西方向には比較的よく連続する。また

オリス トス トロームは,ナ ップを構成する地層と同時代 ・同種の岩塊をオリストリスとして もち,こ れら

が泥質の基質中に含まれているものがほとんどである。 オリストリスの大 きさは露頭スケールか ら数km

におよぶ。秩父帯ではナップに挾まれてオリストストロームが分布した り,ナ ップからオリストストロー

ムへ と移 り変わることがあり,両 者は密接に伴 うことが多い。これらの基質中からはジュラ紀放散虫を産

する。また,黒 瀬川帯の花 コウ岩類の一部 も泥質基質中にオリス トリスとして含まれることが報告されて

いる(佃1980)。

上述のもの以外に,秩 父一三宝山帯では古 くか ら,仏 像構造線や神原谷衝上断層などの大規模な衝上断

層の存在が知 られ,申 ・古生層はナップ構造を作ることが明 らかにされていた。MURATA(1983)は 四

国西部か ら九州にかけてのナップ構造の再検討を行い,秩 父一三宝山帯の地層が衝上断層群(仏 像衝上断

層群)に よりナップを作 り,四 万十累層群を覆っていることを明らかにした(第1図D)。 この地城では基

本的には4つ の大規模なナップからなってお り,そ れぞれ幅数kmで 東西方向に細長 く分布している。 各

ナップ。の下底の衝上断層は南方フェルゲンツであり,地 下ではこれら4つ の衝上断層は合流してひとつの

大 きなマスターデコルマを形成している。ナップo群の重な り方は南のものか ら北のものへと順次形成され

たことを示唆している。より小規模な衝上断層は三宝山帯にも多くみられる。

四万十帯

四万十帯においても最近続々とナップ。およびオリス トス トロームが報告されつつある。これ らの研究で

は放散虫生層序学が重要な役割をはたしている。

九州の四万十帯北部を構成す る白亜系中には南方 フェルゲンツをもつ大小のスラスト群による覆瓦スラ

スト構造が発達 し,南 に向かって地層は徐々に若 くなるとされた(勘 米良 ・坂井1975,坂 井1978)(第1

図E)。 これとほぼ同様な傾向は四国,紀 伊半島,赤 石山地で も認められるが,こ れ らの地域では九州に

比べて大小の褶曲構造が発達することが知られている(柳 井1983a,YANAI1984な ど)(第1図F)。 た

だし,赤 石山地では北西方フェルゲンツを もつ褶曲が発達す る部分もある。なお,こ れ らの報告に先立ち

DICKINSON(1971)は,四 国西部の白亜系宇和島層群は内帯側か ら移動し,四 万十層群の上を覆ったク

リッペであるとした。しかし,両 者の層序 ・構造関係からこの見解は否定されている(柳 井1981)。

これら白亜系中には各地で緑色岩やチャー トの岩塊が泥質基質中に散在した乱雑な堆積物が存在す る。

これ らはメランジュないしはオリストス トロームとして扱われており,赤 石(松 島1982,狩 野1984),

紀 伊半島(MIZUTANI et al.1982,NAKAZAWA et al.1983,柳 井1983),四 国(平 ほか1980,緒 方

ほか1983)な どで報告がある。 これらでは岩塊中からはジュラ紀や白亜紀前～後期の,泥 質基質中から

は白亜紀後期の放散虫を産する場合が多い。

四万十帯南部を構成する古第三系は一般に北部の白亜系に衝上断層により覆われている。この古第三系

中にも砕屑岩層を主体とするオリス トストロームが広 く分布している。たとえば紀伊半島のサラシ首層(

久 富ほか1980),室 戸半島の室戸層(酒 井1981),九 州 の日南層群(勘 米良ほか1983,中 川 ほか1983)

な どが代表的なものである。また,赤 石山地南部の瀬戸川層群中には塩基性岩や超塩基性岩のオリストリ

スをもつ ものが知 られている(荒 井:下 川1978,杉 山1981)。 なお,日 南層群中には低角ナップ。群が存
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在することが指摘 されている(中 川ほか1983)。 さ らに瀬戸川層群の一部は大規模な低角ナップ(瀬 戸川

ナップ)を 作 り中新統大井川層群を覆 うとされている(IIJIMA et al.1981)。

これ ら古第三系の南に分布する中新統中に もい くつかの海底地すべ り堆積物ないしはオリス トス トロー

ムが分布することが知 られている。大井川下流地域,房 総半島,三 浦半島などではオリス トリスとしてチ

ャー ト,塩 基性岩,超 塩基性岩などをもつ ものが報告されている(狩 野ほか1975,杉 山1980,荒 井ほか

1983な ど)。

III.　 ナ ッ プ ・オ リス トス トロー ム構 成 層 の 堆 積 場

以上にのべてきたナップとオリス トス トロームの成因を考える上で,こ れらを構成す る地層の堆積場を

どの位置に求めるかがまず重要な問題 となる。内帯や外帯の先白亜紀層では,そ の主要な構成要素である

チャー トの堆積場を現在の大洋底に相当す る場所とみなすか否かが問題 となってくる。チャー トは現在の

大洋底堆積物に対応するとみなす立場では,プ レー トの沈み込みに伴 う付加体の形成(後 述)と 関連づけ

られて堆積場が考察 されている(平 ほか1981,OGAWA et al.1983な ど)。 実際,現 在の大洋底以外に

は珪質堆積物がほとんど存在しないことが この説の足場 となっている。 さらにチャー トに近接して分布す

る緑色岩は海洋底地殻であり,一 部は海山の破片であるとみなしている。チャー トに見かけ上整合的に重

なる砕屑岩については,実 際は整合ではなく,海 溝付近での付加作用の際に両者が混合 されたとするもの

と(平 ほか1981),大 洋底が陸域に接近し砕屑物が到達す る距離に達した時の層序関係を表 している(市

川1982)と す る考え方とがある。 そして,砕 屑物を主とするオリストストロームはすでに形成された付

加体の表層部や付加体を覆 う堆積物が崩壊したものであり"チ ャー トや緑色岩塊を含むオ リストストロー

ムは海溝海側斜面からもたらされた ものとして扱われる場合が多い(平 ほか1981な ど)。

一方
,チ ャー トは現在の大洋底の珪質堆積物とは関係が薄く,陸 源物質の影響の大 きい環境下で堆積し

たものであり,そ の時粗粒砕屑物は,ど こかにトラップされて運び込まれなかったとする考え方がある(

ADACHI 1976,木 村1977,IIJIMA & UTADA 1983な ど)。 この考え方では,チ ャー トの堆積域は前弧

海盆や背弧海盆内で,緑 色岩はその堆積盆地内部での火山活動の産物 とみなしている。最近の内帯地域で

の岩石学的研究によると,チ ャー トの堆積場を陸域から遠 く離れた大洋底 とみなす ことはできず,む しろ

縁海的な環境であったことが指摘されている(MATSUMOTO & IIJIMA 1983,山 本1983)。 チ ャートに

整合的に重なる砕屑岩について も浅海性と思われることが主張さている(ADACHI 1976,IIJIMA et al.

1978)。

一方
,四 国中央部ではチャー ト・珪質泥岩 ・粗粒砕屑岩の一定層序を持った地層が何回 も構造的に繰 り

返す覆瓦状構造 を作 り,同 一の層序でもより南側に位置す る砕屑岩層のほうが系統的に若 くなることが明

らかにされ,こ の層序関係は付加作用によるものとして矛盾しないとされている(松 岡1984)。 この外帯

地域においても今後堆積岩石学的検討が必要となろう。

四万十帯ではすでに述べた内 ・外帯の先白亜系に比べてチャー トの量は比較的少なく,オ リストストロ

ーム中にオリス トリスとして含まれるほか,砕 屑岩層中にはさまれている。ただし,後 者のかな りの もの

は酸性凝灰岩の可能性が強い。 これらチャー トが実際に大洋底堆積物として実証 された例はない。 須鎗

(1984)は 四国東部の白亜系中に,時 代の異なる放散虫群集の混在 したチャー ト層を見出し,こ の混在は

縁海域でのタービダイトによるものであるとした。また,IIJIMA et al.(1981)は 古生物学的堆積岩石学

的検討に基づき,瀬 戸川地域の古第三系～新第三系のチャー トの堆積域は沖合のバンクで あ るとしてい

る。

緑色岩はチャー トと同様にオリストリスとして含まれるものが多く,そ の起源については不明な点が多

い。これについて も先白亜系と同様に緑色岩は大洋底の構成物という見解(平 ほか1980な ど)が よく知

られている。一方,柳 井(1983a,b,),YANAI (1984)は 紀伊半島西部で泥質岩を貫く塩基性フィーダー
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岩脈を見出し,四 国 ・紀伊半島での広域的な古地理の解析 もふまえて,四 万十帯の白亜紀堆積物は前弧海

盆内のものであり,緑 色岩は海盆内での火山活動の産物であるとした。 さらに,こ れらをふまえてオリス

トストロームの形成について も議論している。杉山 ・下川(1981)も 同様な観点から瀬戸川地域の古第三

紀古地理を論じている。 さらに"杉 山(1980)で は大井川層群申のチャー ト・緑色岩を含むオリス トリス

は岩石学的類似と分布位置から,よ り北側の瀬戸川層群の崩壊物だとしている。

IV.　 地質構造の形成

上述した堆積盆に対する解釈は当然ながら地質構造の解釈 と密接に結びついて,ナ ップ・オリス トス ト

ロームの形成が論じられることになる。チャー トを大洋底堆積物とみなす考え方は,プ レー トの沈み込み

に伴つて海溝や大洋底の堆積物が次々に覆瓦スラスト構造を作りながら大陸もしくは島弧側に付け加わっ

てい くとする付加体の形成問題と直接結びついている。 この考え方は本邦では最初に九州東部の四万十帯

において,こ の地域の地層は南方,す なわち大洋側にフェルゲンツをもつ覆瓦スラスト構造をとり,南 に

向かって順次若い地層が分布していくという配列形態を説明するために提案され(勘 米良1975,坂 井19

78),さ らにその後四国の四万十帯や三宝山帯で展開された(平1981,SUzUKI et al.1979)。 そ して,

この付加体説は内 ・外帯の先白亜系中のナップ ・オリス トス トローム集積体のテクトニクス全体の解釈へ

と拡大してくる(平 ほか,1981;HISADA 1983;OGAWA et al.1983;な ど)。最近では初期の単純な

モデルか ら,南 海 トラフ周辺での探査結果を加味した水平 ・垂直的な構造変化を重視したモデル(加 賀美

ほか1983)へ とより複雑化してきている。

紀伊半島西部の秩父帯では褶曲 ・衝上断層は北フェルゲンツであ り,こ こでは南方に向かってプレー ト

の沈み込みが起こったとされている(市 川ほか1981)。 この例と,南 フェルゲンツの構造をもっ三宝山帯

を除くと,内 ・外帯の先白亜系中のナップの積み重な り方はほぼ水平で,明 瞭な指向性はな く,一 方向に

向かって地層が若 くなるといった 傾向はない。 このことから,こ の地帯は 徐々に付加されたものではな

く,ジ ュラ紀後期に同時多発的に付加が起こったとされることがある(市 川1982)。

一方
,チ ャートを含めてナップ構成層の堆積場を前弧海盆や背弧海盆のような場所に置く考え方では,

ナ ップは地層にほぼ平行なデコルマ面に沿った大規模な重力滑動により形成されたとするものと,原 因は

現在のところ不明であるが付加作用では説明で きないとするものとがある。 内帯では,足 尾地域 で の

AONO et al.(1981),美 濃地域でのIIJIMA et al.(1978),KANO(1979),狩 野(1982),ADACHI &

KOJIMA(1983)な どが重力滑動による構造形成を議論している。 外帯では,紀 伊半島秩父帯で松田(19

84),関 東 山地秩父帯でSATO et al.(1981)な どが同様な指摘をしている。 これ らの根拠 としては,1)

厚 さに比べて,水 平的広が りがきわめて大きいシート状岩体がほぼ水平に積み重なっていること,2)ナ

ップoの境界や側方にナップ。と同岩種:同 時代のオリストリスをもつオリストストロームが分布すること,

3)現 在 の海底地すべ りや地上での地すべ りの形態と類似していること,4)境 界面に顕著な破砕帯が認

められないこと,な どである。そして,重 力滑動は海底地すべ りと同様な機構で起こり,オ リス トストロ

ームはナップ内部の崩壊が進んだ ものとして扱われている。内帯側のものについては,美 濃地域では南側

か ら,足 尾山地では南東 もしくは東から移動してきた ものであるとし,こ の滑動はジュラ紀後期～白亜紀

前期にかけての古領家帯の上昇と消滅過程に関係したものだとしている(狩 野1982,AONO et al.1981),

また,秩 父帯では南北いずれの方向か らもすべってきた可能性が指摘されている(松 田1984)。

以上の内 ・外帯の先白亜系中のナップ・オリス トストロームの大部分はジュラ紀後期から白亜紀前期の

ある時期に形成されたと考えられている(狩 野1982,市 川1982)。 この時期のナップとは別に,秩 父 ・

三宝山帯の仏像衝上断層群が作 るナップ群には黒瀬川地帯の白亜紀層が参加し,褶 曲した四万十帯の地層

を覆 って,南 か ら北へ と順次ナップが形成されている(MURATA 1982)。 したがって,こ れ らは白亜紀

末～古第三紀に形成されたと思われ,プ レー トの沈み込みに伴 う付加体形成に直接関連したものではない。
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この仏像衝上断層群は黒瀬川帯な どのシアル質基盤を斜断して形成され,三 波川一秩父帯 ・黒瀬川帯 ・三

宝山帯だけでなく,内 帯の地層 ・岩石 も南方に移動している可能性がある(第2図)。 また,現 在の三波川

一秩父帯の地層の下には四万十帯の地層が分布している可能性が大きい
。ただし,そ の成因については不

明である。

四万十帯においても同様に重力滑動がナップの成因として重視 されている部分がある。IIJIMA et al.

(1981)は,瀬 戸川ナップを重力滑動によるものだとしている。また,中 川ほか(1983)は 日南層群中に

北西から南東に向かう重力ナップとオリストス トロームの存在を指摘している。

ナップ構造は付加体に特徴的にみ られる地質構造ではあるが,付 加体と考えられない地帯で も普通にみ

られる構造である。 この成因を吟味する上で古地磁気は重要なデータとされている。美濃地域の三畳紀中

期 ・ジュラ紀中期の堆積岩類は低緯度地域で堆積し(SHIBUYA & SASAJIMA 1980,HATTORI 1982),

黒瀬 川帯のシルル系酸性凝灰岩 も低緯度で堆積し(渋 谷ほか1983),そ の後高緯度地域まで移動し付加さ

れたと古地磁気か ら推定 されている。しかしながら,相 対的に原地性であったとされる飛騨帯での前期ジ

ュラ紀の花コウ岩によるデータは高緯度を示すとされているが(HIROOKA et al.1983),当 時の基準面

が不明なため古緯度の推定に適さないと思われる。飛騨帯 と連続していたと考えられる中 ・朝地塊では二

畳紀玄武岩層で低緯度とい うデータが得 られている(MCELHINNY et al.1981)。 このことから中 ・朝地

塊を含めた西南 日本全体が低緯度帯から高緯度帯にほぼ一体となって移動したとする見解 もある(木 村

1983な ど)。飛騨帯から中 ・朝地塊にかけてのいろいろな時代の細粒岩の古地磁気データの集積が望まれ

る。四万十帯の白亜系において も古地磁気により,チ ャー トや緑色岩は低緯度で,砕 屑岩層は現在に近い

緯度で形成されたものと推定され,付 加体説にとって有利なデータとされている(KODAMA et al.1983)。

V.　まとめと今後の問題点

以上にのべてきたような最近各地で明らかにされた新第三紀以前の地層中のナップ構造やオ リス トス ト

ロームのより詳細な解析は,本 州弧の構造発達史を解明する上で最重要課題の一つであることは疑いない。

さらには島弧一あるいは大陸縁弧一海溝系のテクトニズムを理解す る上で重要な位置をしめている。それ

らのあるものは付加体形成 と結びつ き,あ るものは重力滑動やその他の原因によるものであろう。あるい

は付加体説と反付加体説というように機械的に分けてはいけないのか もしれない。現在までのこれ らに関

する研究を通観してみる限 りでは"付 加体説は古地磁気のデータや地球規模でのプレー ト運動 とのかかわ

り,最 近の北米大陸周辺でのテレイン合体テクトニクスの進展などをからめて,き わめて新鮮で魅力的な

考え方のように見える。反面,前 述したように最近の種々の地質学的データとはあいいれない部分 も多く,

反 付加体説に対する明確な反論が欠けているように思われる。一方,反 付加体説では,最 近の多くの地質

第2　図 三波川一秩父帯 ・黒瀬川帯 ・三宝山帯の模式断面図(MURATA 1982)。

MTL:中 央構造線,KKI:樫 峰-北 只-池 川衝上断層,NO:名 野川-大 野

山衝上断層,SUK:白 岩 山-魚 成-神 原谷衝上断層,B:仏 像衝上断層。
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学的データを生かしつつ,付 加体説の問題点を指摘しているが,全 地球的規模からの考察において説得力

に欠けているように思われ る。

現状において筆者 らは,プ レー ト付加体が きわめて重要な構造形成過程であることは充分に認めなが ら

も,本 州弧のナップ ・オリス トス トロームの多くは,大 洋プレー トと大陸プレー トの境界でおこる付加作

用に関係したものというよりは,大 陸側プレー ト内部のたとえば背弧-弧-前 弧海盆に相当す るような場

所での造構作用により形成されたものだとい う立場を取っている。そして,内 ・外帯の先 白亜系中のナッ

プは重力滑動によるものが多く,オ リス トス トロームはその滑動体がさらに小規模に分解 した ものである

とみなしている。また,白 亜紀末以後に新たに大陸地殻を斜断する仏像衝上断層群の動 きを重視 している。

これらの形成は勿論,よ り大洋側にサブダクション帯をもつプレー トシステムに強 く影響されているので

あろう。

本州弧のナップ・オリス トス トロームについて今後検討すべ き課題として以下のような諸点があげられ

る。まずナップの移動方向を明らかにする必要がある。三宝山帯や四万十帯の一部のように明瞭な指向性

のある覆瓦構造を取る場合は大 きな問題はない。それらを除く中 ・古生層においてはナップ内部および境

界断層の構造解析による変形条件と移動方向の解析が必要不可欠である。同時にオリス トス トロームの移

動方向の解析 も重要である現状ではこの移動方向について納得のいく解析方法が取 られ,充 分な検討がな

されているわけではない。特に緑色岩やチャー ト岩塊が大洋側か らきたか否かについて古地磁気のデータ

以外の堆積学的検討が必要であろう。 これは当然ナップを構成する地層の岩石学的層序学的 ・堆積学的検

討 とも関連してくる。内帯の先白亜系の一部や四万十帯南部の地層の一部を除けば砕屑物の供給方向でさ

え不明な点が多い。また,従 来ほとんど研究のなされていない領家帯や三波川帯の変成岩類の堆積学的検

討 も必要 となろう。なお,内 ・外帯 とも,ナ ップおよびオリス トス トロームのかなりの部分が形成きれた

時期はジュラ紀末期～白亜紀前期のある時期 と思われる。何故 この時期に集中してこれ らが広範囲に形成

されたのであろうか?こ の点に関して,最 近発見された関東山地秩父帯中の白亜紀前期の地層(岩 崎ほか

1984)は 重 要な意味を もつであろう。
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